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外部被ばくと皮膚 被ばくの経路 
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　外部被ばくでは、透過力の弱いα（アルファ）線は表皮で止まってしまうので影響
を及ぼすことはありませんが、β（ベータ）線を出す放射性物質が大量に体表面に付
着し、長く放置された場合には、皮膚の放射線感受性の高い基底細胞や毛根細胞に影
響を及ぼし、皮膚が赤色に変化する皮膚紅斑や脱毛などが起こることがあります。し
かし、こうした被ばくは大変まれで、外部被ばくで問題になるのは、体の内部まで影
響を及ぼす、γ（ガンマ）線を出す放射性物質です。
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内部被ばく 

肺 

口 

①経口摂取 
  口から入り（飲み込み） 
  消化管で吸収 
②吸入摂取 
  呼吸気道から侵入 
  肺・気道表面から吸収 
③経皮吸収 
  皮膚より吸収 
④創傷侵入 
  傷口より侵入 

経皮 

吸入･経口 

便・尿などとともに 
徐々に排出されます 

鼻 

被ばくの経路 

体内の放射性物質は 
体内で放射線を 
発して減衰します 

特定の臓器に 
蓄積することが 
あります 

放射性物質 

創傷 

　内部被ばくには、放射性物質が食べ物と一緒に取り込まれる、呼吸とともに取り込
まれる、皮膚から吸収される、傷口から体内に入るといった、4つの経路があります。
　体に取り込まれた放射性物質は体内で放射線を放出します。放射性物質の種類に
よっては、特定の臓器に蓄積することがあります。
　これは放射性物質の化学的性質によるところが大きく、例えば、ストロンチウムは
カルシウムに似た性質を持っているため、体内に入ると、骨などカルシウムのあると
ころに蓄積する性質を、セシウムはカリウムに似た性質を持っているため、体内に入
ると全身に分布する性質を持っています。
　また、ヨウ素は甲状腺ホルモンの構成元素なので、放射性ヨウ素も安定ヨウ素も、
甲状腺に蓄積する性質があります。
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